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 現在，土木構造物の老朽化に伴い，既設構造物に対する補修・補強を実施し，長寿命化

させることが社会的ニーズとなっている．様々な要因により耐力，剛性が不足した RC 部

材に対する補強工法としては，コンクリート増し打ち，鋼板貼り付け，連続繊維シート等

の接着工法が有効とされており，施工実績も多い．連続繊維シートによる補強方法は，補

強に要する鋼材の加工や組み立て時間を省略でき，作業人数を少なくできる等，コストや

工期の大幅な削減が可能となる特徴を有している．また，連続繊維シートは，部材の軽量

化，せん断補強にも有効な材料であることから，今後も繊維シートによる補強事例が増加

するものと思われる．しかしながら，連続繊維シートによる補強の研究は，柱に対しては

盛んに行われているが，RC梁に対しては十分な実績があるとは言い難いようある． 

 本研究は，RC 梁を対象にアラミド繊維シートを用いた補強方法について検討を行うも

ので，曲げが卓越するモデル，せん断が卓越するモデルの 2種類のモデルに対して解析を

行う．コンクリート梁の底面，側面，底面および側面，U字型に連続繊維シートを接着し

補強した場合について有限要素解析を実施し，曲げとせん断に対する補強効果について検

討する．4点曲げ試験について解析を行った結果，以下に示すような結果が得られた． 

 連続繊維シート貼付を実施した場合，曲げ，せん断が卓越するモデル共にシートで大き

な応力を負担しており，シート貼付による補強効果が確認できた．各モデルの中で底面お

よび側面に貼付ける場合が，最大荷重に対しては底面貼付の場合とほぼ同程度の効果が得

られ，鉛直変位に対する抑制効果も最大であった．この場合，側面のシート高さを変更し

ても最大荷重への影響は小さいことがわかった．曲げが卓越するモデルでは底面貼付けに

よる方法，せん断が卓越するモデルでは側面貼付けによる方法での補強効果が大きく，と

もに無補強の場合と比べて 80％程度の最大荷重の増加が見られた．U字型貼付けの場合，

曲げが卓越するモデルに対する補強効果は確認できなかった． 

補修工として亀裂発生後に底面貼付けを実施した場合について解析したところ，最大荷

重は荷重載荷前に貼付した場合と比べて 10％小さいだけであり，同程度の補強効果が得

られた．  
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